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■：商業機密の観点から公開できない箇所



1．概要

本資料は，添付書類Ｖ－別添 1－2－1「（１）－２ 安全冷却水 B 冷却塔の強度計算書」、

Ｖ－別添 1－４－1「（２）安全冷却水 B 冷却塔 飛来物防護ネットの強度計算書」にて

用いられる風力係数 C について，選定根拠を示すものである。 
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2．風力係数の選定根拠 

風力係数の選定は，評価対象部位の形状から，「建築物荷重指針・同解説（2004）」（日

本建築学会）または「建築物の構造関係技術基準解説書（2015 年版）」より，以下の値を

準用する。 

 

第 1.1-1 表 建築物荷重指針・同解説（2004）抜粋 
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第 1.1-2 表 建築物の構造関係技術基準解説書（2015 年版） [壁面，閉鎖型] 抜粋 
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第 1.1-3 表 建築物の構造関係技術基準解説書（2015 年版） [ラチス構造物] 抜粋 
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第 1.1-4 表 建築物の構造関係技術基準解説書（2015 年版） [金網] 抜粋 
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(1) 安全冷却水 B 冷却塔 

a．支持架構 

 

第1.1-5表 支持架構風力係数 

   

   

    

 

また，受圧部の範囲を示す図を第 1.1-1 図，第 1.1-2 図に示す。 
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第 1.1-1 図 支持架構の EW 方向＊受圧部範囲 

第 1.1-2 図 支持架構の NS 方向＊受圧部範囲 

9



b．機器 

機器の風力係数を第 1.1-6 表に示す。機器の風力係数は，第 1.1-1 表の「建築物荷

重指針・同解説（2004）」を準用する。 

 

第1.1-6表 風力係数 

機器名 風力係数C 

 

また，受圧部の範囲を示す図を第 1.1-3 図，第 1.1-4 図及び第 1.1-5 図に示す。 

 

 

10



 

第 1.1-3 図 減速機，原動機及びファンリングの受圧部範囲 

第 1.1-4 図 管束の受圧部範囲 
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（2）竜巻防護対策設備 

竜巻防護設備の風力係数を第 1.1-7 表に示す。また、防護ネット及び防護板の受圧部

の範囲を示す図を第 1.1-6 図に示す。なお，支持架構の部材は全部材を受圧部としてい

る。 

 

第 1.1-7 表 竜巻防護対策設備の風力係数 

部品 形状 風力係数 

支持架構部材（座屈拘束ブレース以外） 角パイプ 

又は H 型項 

2.1（注１） 

支持架構部材（座屈拘束ブレース） 円筒 1.2（注１） 

防護ネット 金網 0.39×1.4 （注２） 

防護板 鋼板 1.2（注３） 

注 1：第 1.1-1 表に示す「建築物荷重指針・同解説（2004）」による 

注 2：充実率（0.39）と、風力係数（1.4）の積とし、表 1.1.4 に示す「建築物の構

造関係技術基準解説書（2015）」による 

注 3：第 1.1-2 表に示す「建築物の構造関係技術基準解説書（2015）」による 
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第 1.1-6 図 竜巻防護設備 防護ネット及び防護板の受圧部範囲 

防護ネット 

防護板 支持架構 
座屈拘束ブレース 
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